
図 1.廃止措置工事における作業概要 

図 2. 復水器単位作業係数の評価 
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ふげん廃止措置工事で実施した復水器の解体作業で収集したプロジェクト管理データ（作業人工数、解

体物量等）を分析して廃止措置費用評価等に用いるための基本データ（単位作業係数）としてまとめると

ともに JPDR 実績データと比較してその妥当性を検討した。 
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1. 緒言 

「ふげん」の廃止措置工事では、プロジェクト管理データを収集し作業管理に用いるとともに今後の大

型発電炉の廃止措置計画の検討に役立てるためデータの分析を進めている。本報告では、H22 年度から始

めた比較的大型の設備である復水器（2 基：各々約 320ton）の解体作業の実績から得られた作業人工数等

の分析に基づき復水器の解体作業の単位作業係数を評価した結果についてまとめたものである。 

2. データ収集 

 廃止措置工事は、準備作業、解体撤去作業、後処理作業か

ら構成され、図１に示すように各作業の中で複数の作業項目

が実施される。復水器の解体に際しては、基本的に 3 領域（胴

部、内部構造物、水室）に分けて、作業人工数や廃棄物量等

のデータを収集している。 

3. 結果及び考察 

復水器内部は若干の汚染はあるものの、除染によりすべ

てクリアランス可能なレベルであり、これまでに発生した

復水器の解体物量は約 400ton である。解体撤去は、その内

容に応じて 8～16 人の体制で実施した。図 2 に作業人工数

と物量の関係を示す。赤丸は、3 領域の評価結果であり、更

に分類した作業（胴部：上,中,下部胴、内部構造物：上,中,

下部及び冷却管、水室：入口,出口）ごとの評価結果を青三

角で示す。また、JPDR 解体作業から得られた復水器（ター

ビン及びダンプコンデンサー）の評価結果を緑菱形で示す。

復水器の解体に係る単位作業係数は約 32-38 人時/ton であ

り、物量が小さい場合には「ふげん」と JPDR の評価に大

きな相違は見られなかった。 

4. 結言 

 「ふげん」の廃止措置工事で得られた実績データを分析し、大型機器である復水器の解体に係る単位作

業係数（人時/ton）を求めた。今後、更にデータ分析を進め大型発電炉への適用性検討を行う。 
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